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首里城公園企画展「首里城のデザイン」実施結果報告 

  大城 樹*1 
 

はじめに  首里城公園南殿二階特別展示室では、常時文化財を展示公開する常設展示・企画展示を行っている。今回は「首里城のデザイン」という名称で企画展を実施した。首里城で使われているデザインを取り上げ、３回シリーズの連続企画展を行い、琉球王国時代に首里城正殿や工芸品に使われたデザインや、琉球人が好んだ模様を、首里城公園が所蔵する資料の展示を通して、多くの県民、沖縄を訪れる観光客へ伝えるため開催した。また、今回の展示会の実施が、入館者にどのような反響を与えたのかを確認するため、首里城公園管理センターでは、展示期間中に一定期間を設けアンケート調査を行った。そこで、企画展「首里城のデザイン」の実施結果を報告しながら、アンケート集計内容を紹介し、入館者の動向を分析し考察を行ってみたい。 
 

１ 企画展の実施概要 １）企画展の名称 ： 「首里城のデザイン」 ２）個別テーマ及び日程  第Ⅰ期 首里城のデザイン Ⅰ ～牡丹 百花王と首里城～ 平成２３年７月８日（金）～１０月６日（木） （会期日数：91日）  第Ⅱ期 首里城のデザイン Ⅱ ～葡萄と栗鼠 王の玉座を飾った異国の模様～ 平成２３年１０月７日（金）～１２月２２日（木） （会期日数：77日）  第Ⅲ期 首里城のデザイン Ⅲ ～Shurijo＆Dragon～ 首里城公園開園20周年記念プレイベント 平成２３年１２月２３日（金）～平成２４年３月２３日（金） （会期日数：92日） ３）会場 ： 首里城公園南殿二階特別展示室 ４）期間中の入館者数 ： １，２８３，２６４名（うち、各会期の入館者は、第Ⅰ期：379,797名、第Ⅱ期： 442,751名、第Ⅲ期：460,716名） ５）個別の企画展の展示レイアウトと展示資料 本企画展では、テーマに沿った琉球王国時代の文化財の展示を行った。展示に活用した文化財の総件数は４６件５３点（第Ⅰ期：22件25点 第Ⅱ期：11件14点 第Ⅲ期：13件14点）で、公開した文化財は、全て海洋博覧会記念公園管理財団所蔵資料である。 ６）図録の製作・販売 本企画展の図録を製作して、首里城及び琉球の美術工芸資料の内容を解説紹介しながら、首里城公園の利用促進を図るものとした。発行部数は３，０００冊であった。    *1 一般財団法人沖縄美ら島財団 首里城公園管理部 事業課調査展示係  
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７）広報の実施内容 （１）首里城公園ホームページの活用 首里城公園のホームページに、展示内容を更新して掲載し、周知を行った。 （２）パブリシティ広告の活用 県内新聞紙・雑誌の無料掲載欄を積極的に活用し、開催の告知を行った。 （３）告知チラシ Ａ４判両面カラー告知チラシを100,000部作成し、県内博物館・図書館・観光地等を中心に配付した。 ８）入館者プレゼントの実施 入館者に企画展及び琉球の文化財に関心を持ってもらおうと、会場内に設置したキーワードと企画展に関するアンケートを応募用紙に記入し、会場内で応募してもらい、抽選で今回製作した図録「首里城のデザイン」をプレゼントする取り組みを行った。アンケートの実施内容及び集計結果は次項を参照してほしい。 
 

２ アンケートの実施 １）アンケートの記入方法 会場内に設置したキーワードと企画展に関するアンケートを応募用紙に記入し、会場内で応募する。また、その中から抽選で、今回製作した図録「首里城のデザイン」をプレゼントする取り組みを行った。 ２）アンケートの項目 アンケートの項目は下記の通り。 〔表面〕図録プレゼント応募用紙 ◆氏名  ◆性別  ◆住所  ◆キーワード 〔裏面〕アンケート ③年齢  ０～１０代  ２０代  ３０代  ４０代  ５０代  ６０代  ７０代以上 ④首里城公園への訪問は何回目ですか？  初めて  ２回目  ３回目  ４回目以上 ⑤今回の企画展をどうやって知りましたか？ ホームページ  ポスター・チラシ  新聞（  ）  情報番組・ニュース  情報誌・雑誌（  ） ラジオ（ＦＭ沖縄：「風に吹かれて首里城めぐり」など）  ここに来て知った 前回の企画展「○○○」などを見て  その他（  ） ⑥企画展の告知方法として、どのような方法が効果的だと思われますか？     ホームページ  ポスター・チラシ  新聞  情報誌・雑誌  ＣＭ(テレビorラジオ) その他（  ） ⑦今回の企画展はどうでしたか？     非常におもしろかった  おもしろかった  普通  おもしろくなかった ⑧次回は企画展「○○○」が開催されますが…     見に行きたい  考え中  見に行かない  その他（  ） ☆ご意見・ご感想 なお、プレゼント当選の場合、お送りする際に必要な住所と氏名を応募用紙に記入する方式をとったので、アンケート記入者の出身地が、かなり正確に調査できた。 
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３ アンケート結果と分析 １）アンケート期間（企画展開催中、一定期間でアンケートを行った。） 第Ⅰ期 平成２３年７月８日（金）～７月２１日（木） （日数：14日）   第Ⅱ期 平成２３年１０月７日（金）～１０月２０日（木） （日数：14日）   第Ⅲ期 平成２３年１２月２３日（金）～平成２４年１月９日（月） （日数：18日） ２）アンケート回答数： ２，７８７名（うち、各会期のアンケート期間中の入館者は、第Ⅰ期：46,209名、 第Ⅱ期：83,519名、第Ⅲ期：89,004名で、合計218,732名） 図録プレゼントに応募した件数は、期間中の合計3,535件あった。そのうち、アンケートまで記入された入館者は2,787件であり、プレゼント応募者の中でのアンケート回答率は78.8％であった。アンケート回答件数は、アンケート期間中（46日間）の入館者（218,732名）に占める割合でいうと1.3％であった。 ３）企画展見学者の出身地の割合    企画展見学者の出身地の割合は、県内客が10.0％、県外客が89.2％、海外客が0.1％であった。圧倒的に県外客が多い事が分かる。 その内訳をさらに紹介すると、県内客は那覇市が 45.9％で最も多い。次いで、宜野湾市が 10.0％、浦添市8.6％、うるま市が5.4％となり、その他の市町村は、中南部からの入館者がほとんどであり、全て15名以下であった。 県外客の内訳は、東京都が15.9％、次いで神奈川県が9.7％、大阪府の 7.0％であるが、千葉県 6.7％、埼玉県6.0％と圧倒的に関東圏が多い。また、全国各地からの訪問があったことが分かる。。 ４）年齢 ～10代が41.3％と圧倒的に多く、次いで40代が15.8％、30代が15.7％とほぼ近い割合であった。60代以降の年齢層は、60代が4.4％、70代以上が1.7％と回答が少なかった。10代～40代が多い要因としては、第Ⅰ期の開催中に「NHK BS時代劇『テンペスト』」が放送開始された事や、第Ⅱ期の開催中に「世界のウチナーンチュ大会」が開催されていた事、第Ⅲ期の開催が年末年始をはさんで行われた事など、撮影地への訪問や、家族旅行のツアーでの訪問、第Ⅲ期のテーマ「龍」と明けた年の干支が「辰年」であり、テーマとリンクした事で「干支にちなみ縁起が良い」との意識があったためか、家族での参拝前後に首里城へ立ち寄る傾向が多かったのではないかと思われる。 ５）性別    男性が 36.7％、女性が 62.4％であり、女性の方のアンケート記入が多く、関心が高かったようである。企画展のテーマが「デザイン」というビジュアル的に親しみやすいことと、抽選ではあるが「図録が無料で当たる！」とした事により、女性の応募が多かったのではないかと思われる。 ６）企画展の事前認知度    「今回の企画展を何で知りましたか？」に対して67.9％の方が「ここに来て知った」と回答している。事前にマスコミリリースやポスター・チラシの県内配布（県内博物館、図書館・観光地等）、首里城公園ホームページでの告知を行ったが、県内外の方への告知が不十分だったようである。今後は、県内外へ情報が行き渡るような発信方法を考える必要がある。また、事前に知っていた入館者は、ポスター・チラシが15.4％、ホームページが 7.0％、情報番組・ニュースが 2.4％である事から、街中で見かけるポスター広告やメディア・SNS等を介した方法が効果的なようである。    「告知の方法として、どのような方法が効果的だと思われますか？」に対しては、ホームページが43.0％
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と最も多く、次にCMとポスター・チラシが好ましいと答えている。ポスター・チラシを見て知った方が15.4％、情報番組やニュースを見て知った方が 2.4％であることから、ポスター・チラシをもっと人目につく施設などに配布・掲示する事や、メディアを介しての方法が好ましいようである。その他に、「各学校に（県内の）」や「物産展をかねた PR 等」、「観光客は観光雑誌をみてくるので、雑誌が PRに効果的だと思う。」、「宿泊施設にポスター等あると見ます」、「空港などに大きくはってほしい」、「もっとツアーをくむ」、「レンタカー屋さんなどにあるといいと思う」など、県内では学校へのチラシ配布や、人が集まるような場所での PR 活動が挙げられ、県外から来られる方からは、旅行雑誌への掲載、旅行手配先や移動手段先、宿泊先などが挙げられた。 ７）企画展の満足度    企画展の満足度について、全体の割合では「非常に面白かった」が 42.5％、「面白かった」が 50.4％と、全体で92.9％の方が満足していただいたものと思われる。どのような内容に満足を得ていたのかは、文末のご意見・ご感想報告の中に理由が書かれているので参照してほしい。    また、満足度が 92.9％であったのに対し、次回も見に行きたいと回答した入館者は、全体で 53.3％であった。要因として、その他の解答に「見に行きたいが、遠方のため見に行けない」や「金銭的・時間的に厳しい」という趣旨の解答が多くみられた。そのため、リピーター対策としてはいつでも来館可能な、近郊の県内客へ情報発信する必要があると感じた。 ８）ご意見・ご感想の記入内容    ご意見・ご感想の内容は、県内の方から「いつも拝見しています。沖縄に住んでいて、知らなかった事が多かったので勉強になりました。」（第Ⅰ期より←以下「Ⅰ」とする）、「このような、アンティークの秘宝がねむっていたことに県民としておどろかされました。どんどん企画楽しみにしています。」（第Ⅱ期より←以下「Ⅱ」とする）、「住んでても、ここにこないとわからないことばっかりで楽しかった。」、「観光案内で来て、自分がはまってしまった。もっと知りたいです。りゅうの問題はタイムスのクイズでしっていたので、企画展でバッチリ覚えました。ありがとう！」（以上、第Ⅲ期より←以下「Ⅲ」とする）など感想があり、一度足を運んでいただければ、知っているつもりだった地元の歴史や文化が、実はもっと深く楽しいものだった！と興味を持ち、自分で調べたり、更に新しい発見を求めるため、最終的には再度首里城への訪問（リピーター）に繋がっていくのではないかと考えられる。    今回も、解説キャラクターを使って資料の解説や案内を行ったところ、「絵とコメントが書かれていて、わかりやすかったです。来てよかったです。」（Ⅰ）、「キャラクターにフキダシでポイントを言わせているやり方が面白かったです。はっと目をひくし、会話の内容が頭に入ってきやすい。とてもいいアイデアだと思います。」（Ⅱ）、「子どもにもわかりやすい説明で、簡単に通りすぎてしまうところをよくわかって、細かく見れて、よかったと思います。」、「キャラクターをつかいとっつきやすく、たのしく情報が知れました。」（以上、Ⅲ）など概ね高い評価を受けている。中には「流行のアニメ風キャラクターで人気はありそうだけど、私のように苦手な人もいると思う。」（Ⅰ）、「あのキャラクターは、展じ品の質が落ちてしまうので、いらないと思った。」（Ⅲ）など少数意見もあったが、解説キャラクターにより、いつもは素通りしてしまいそうな方でも、解説キャラクターが目に入る事で、足を引き止める効果もあるようだ。    今回のテーマ「首里城のデザイン」を取り上げた事について、「ひとつのテーマを見つけながら見学するのは楽しい。」、「テーマやモチーフによる企画は、興味を引きやすいと思います。」（以上、Ⅰ）、「ふつうなら見すごすことも知れて良かった。」、「新たに沖縄を知った思いがある。おもしろいデザインが多く、人に
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知らせたい。」、「よく見るとあちこちにぶどうとリスがデザインされている事を初めて知りました。いろいろ発見があって、とてもよい企画だと思います。」（以上、Ⅱ）、「龍と辰年をかけているのがとてもよい。」、「企画がざん新でした。有難うございます。」、「龍がとてもきれいで感激しました。デザインを紹介するという企画が初めてで良かったです。」、「重要な日本の遺産の一つを新しい形式で紹介された美に興味が湧いた！」（以上、Ⅲ）など、テーマを決めての展示会が入館者にとって興味を引きやすく、そこに注目した事で新たな発見があった時、楽しさや面白さ、また見たいという事に繋がっていくと思うので、今後もテーマを設けた連続企画展を開催していきたい。また、「思っていたより、良かった。」、「８００円もとってと思って入りましたが、吃驚しました。こんなすばらしい展示とは思いませんでした。見がいがあり、入場料取り戻しておつりがきました。ありがとう！」（以上、Ⅰ）、「意外と面白かった」（Ⅱ）、「とても立派だと思います。多くの観光客は首里城は1回行けば充分だなどといいますが、そんなことは全くありません。次の企画展も期待しています。」、（Ⅲ）など、嬉しい声もいただいた。    中には、「近ければ是非見に来たいです。」（Ⅰ）や、「札幌で開催されたら」（Ⅱ）、「色がすばらしい。ぜひ、東京でもやって欲しい。」（Ⅲ）などの声もあり、首里城内の企画展だけでなく、県内外への移動展等の取り組みも、首里城の告知や誘客に繋がるのではないかと考える。 
 

４ まとめ    今回の企画展で、「とても感動したので、いろんな人にみてほしいです。」や、「すばらしい！もっと告知を充実させて PR してほしい。」、「もっと地元の人が来たらいいと思う。」、「もっと日本中にアピールしてほしいです。」、「首里城の素晴らしさをもっと、PRして、旅行者に来てもらうと良いと思います。」など、入館者からの声が多数あった。この事からも、全体的に告知不足であったことは否めず、今後の課題と言える。上記のご意見・ご感想を見ても分かるように、企画展の内容自体に対しては満足して頂いている事からも、やはり広報告知を充実させる必要性があるものと思われる。 今後とも、広報告知の充実を行っていくと共に、アンケートの意見・感想にあった事を踏まえ、多くの方に喜んでいただけるよう、様々なテーマの企画展の開催を行い、いらして頂いたお客様に新発見や感動を与えられるよう、これからも努力していきたい。              



 - 26 - 

                                      



 - 27 - 

　入　口
　　ケース３

　　　　　ケース２
　ケース３　ケース３　ケース３　ケース３

 ⑮　朱しゅ漆うるし吉きち字じ 紋もん牡ぼ 丹たん唐から草くさ 七しっ宝ぽう繋つなぎ食じき籠ろう
 ⑬　黒くろ漆うるし牡ぼ 丹たん紋もん七しっ宝ぽう繋つなぎ沈ちん金きん足あし付つけ盆ぼん ⑭　朱しゅ漆うるし巴ともえ紋もん牡ぼ 丹たん沈ちん金きん足あし付つけ盆ぼん：　7月8日～ 9月2日 ⑭-a　朱しゅ漆うるし牡ぼ 丹たん七しっ宝ぽう繋つなぎ沈ちん金きん椀わん・天てん目もく 台だい：　9月3日～ 10月6日 ⑭-b　朱しゅ漆うるし巴ともえ紋もん牡ぼ 丹たん唐から草くさ 七しっ宝ぽう繋つなぎ沈ちん金きん椀わん：　9月3日～ 10月6日

 ③　首しゅ里り 城じょう軒のき瓦がわら ④　黒くろ漆うるし牡ぼ 丹たん七しっ宝ぽう繋つなぎ沈ちん金きん食じき籠ろう ：　7月8日～ 8月5日　※県指定有形文化財 ④　黒くろ漆うるし牡ぼ 丹たん七しっ宝ぽう繋つなぎ沈ちん金きん丸まる櫃びつ：　8月6日～ 9月2日 ④　黒くろ漆うるし牡ぼ 丹たん唐から草くさ 沈ちん金きん食じき籠ろう ：　9月3日～ 10月6日 ⑤　朱しゅ漆うるし牡ぼ 丹たん唐から草くさ 沈ちん金きん椀わん（蓋ふた付つき）

 ⑩　苧ちょ麻ま白しろ地じ 鳳ほう凰おうと扇おうぎ牡ぼ丹たん文もん様よう両りょう面めん紅びん型がた単ひとえ子こ供ども衣い裳しょう：　7月23日～ 8月5日 ⑩　絹きぬ黄き 色いろ地じ 牡ぼ 丹たん尾お 長なが鳥どり籬まがき菊きっ花か 文もん様よう紅びん型がた袷あわせ衣い 裳しょう：　8月6日～ 9月2日 ④　黒くろ漆うるし牡ぼ 丹たん蝶ちょう彫ちょう木ぼく密みつ陀だ 絵え 網あみ貼ばり重じゅう箱ばこ：　9月3日～ 10月6日

 ⑨　朱しゅ漆うるし人じん物ぶつ螺ら 鈿でん香こう盆ぼん

 ①　花か 鳥ちょう図ず （孫そん億おく ） ②　龍りゅう洲しゅう奇き 觀かん

 ⑫　苧ちょ麻ま 浅あさ地じ 牡ぼ 丹たん枝し 垂だれ桜ざくら両りょう面めん紅びん型がた単ひとえ衣い 裳しょう：　7月8日～ 7月22日
　ケース２ 　ケース２ 　ケース２ 　ケース２  ⑩　黒くろ漆うるし獅し 子し 牡ぼ 丹たん螺ら 鈿でん印いん籠ろう ⑪　牡ぼ 丹たん鳳ほう凰おう丸まる文もん様よう紅びん型がた衣い 裳しょう（黄き 色いろ）：　7月8日～ 8月5日 ⑩　牡ぼ 丹たん鳳ほう凰おう丸まる文もん様よう紅びん型がた衣い 裳しょう（青あお色いろ）：　8月6日～ 9月2日 ⑩　牡ぼ 丹たん鳳ほう凰おう丸まる文もん様よう紅びん型がた衣い 裳しょう（桃もも色いろ）：　9月3日～ 10月6日

南殿2階特別展示室　展示レイアウト南殿2階特別展示室　展示レイアウト南殿2階特別展示室　展示レイアウト南殿2階特別展示室　展示レイアウト
首里城のデザイン Ⅰ　～牡丹　百花王と首里城～首里城のデザイン Ⅰ　～牡丹　百花王と首里城～首里城のデザイン Ⅰ　～牡丹　百花王と首里城～首里城のデザイン Ⅰ　～牡丹　百花王と首里城～　　ケース１ 平成２３年　平成２３年　平成２３年　平成２３年　７月８日(金）　～　１０月６日（木）７月８日(金）　～　１０月６日（木）７月８日(金）　～　１０月６日（木）７月８日(金）　～　１０月６日（木）　ケース１　ケース１　ケース１　ケース１

 ⑥　緑りょく漆しつ牡ぼ 丹たん唐から草くさ 石いし畳だたみ沈ちん金きん膳ぜん ⑦　騎き 馬ば 人じん物ぶつ堆つい彩さい盒ごう子す ⑧　黒くろ漆うるし牡ぼ 丹たん唐から草くさ 螺ら 鈿でん提さげ重じゅう

書院・鎖之間へ出口

②

⑧⑨ ⑩

①

④⑤ ⑭
⑮⑦

⑫

⑬
⑭-a⑭-ba⑥

⑪ 南殿１階へ

③

 


